
介紹

富
裕
市
民
層
だ
け
で
は
な
く
て
、
非
市
民
を
中
心

と
し
た
中
産
層
が
多
か
っ
た
こ
と
、
及
び
そ
の
双

方
が
、
貿
易
商
人
・
貸
主
の
両
方
と
し
て
活
躍
し

た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
伊
藤
貞
夫
「
古
典
期
ア
テ
ナ
イ
の
鉱
山
経
営
者
」

は
、
　
「
ポ
ー
レ
ー
タ
イ
碑
文
」
の
分
析
に
よ
っ
て
、

前
四
世
紀
に
お
け
る
ラ
ウ
リ
オ
ソ
銀
山
の
経
営
者

に
は
、
名
門
貴
族
と
新
興
富
裕
者
の
二
つ
の
型
が

見
ら
れ
る
が
、
早
老
が
主
流
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ

し
て
鉱
山
経
営
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
當
が
経
営

者
の
家
の
興
隆
の
基
盤
と
な
り
、
彼
ら
の
政
治
的

比
重
を
高
め
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
桜
井
万
里
子
「
古
典
期
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
女

性
の
地
位
と
財
産
権
一
H
。
。
巴
◎
ρ
×
日
O
の
法
規

を
中
心
に
一
」
に
お
い
て
、
論
者
は
ア
テ
ナ
イ
．

に
お
け
る
女
性
の
地
位
を
財
産
権
の
面
か
ら
取
り

上
げ
、
古
典
期
に
お
い
て
も
、
家
庭
内
に
お
け
る

女
性
の
地
位
は
さ
ほ
ど
低
く
は
な
く
、
女
性
も
半

ば
公
然
と
様
々
の
契
約
・
取
引
を
行
っ
て
い
た
が
、

不
動
産
取
引
に
は
直
接
関
与
し
な
か
っ
た
、
し
か

し
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
次
第
に
女
性
に
よ
る

不
動
産
の
所
有
や
取
引
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

　
次
に
頂
ー
マ
史
関
係
で
あ
る
が
、
毛
利
晶
「
ロ

ー
マ
帝
政
成
立
期
の
ガ
リ
ア
社
会
一
反
ロ
ー
マ

の
戦
い
と
か
リ
ア
の
民
衆
一
」
は
、
　
『
ガ
リ
ア
、

戦
記
』
の
丹
念
な
読
解
に
基
づ
い
て
、
カ
エ
サ
ル

時
代
の
、
ロ
ー
マ
の
支
配
に
対
す
る
ガ
リ
ア
人
社

会
の
対
応
を
考
察
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

各
部
族
内
部
で
、
親
ロ
ー
マ
的
な
貴
族
と
反
ロ
ー

マ
的
な
民
衆
の
支
持
を
受
け
た
貴
族
と
が
対
立
し

て
い
た
が
、
前
者
も
、
ロ
ー
マ
騎
士
が
進
出
し
て

彼
ら
の
経
済
的
特
権
を
侵
害
す
る
に
及
ん
で
、
反

β
ー
マ
闘
争
に
加
わ
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　
坂
口
明
「
・
。
窪
く
島
ρ
舞
臨
o
o
ざ
呂
ω
に
つ
い
て

一
奴
隷
制
農
場
経
営
衰
退
の
一
側
面
一
」
に

お
い
て
、
論
者
は
主
と
し
て
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
書
翰

か
ら
、
当
時
の
イ
タ
リ
ア
の
農
場
経
営
に
お
い
て
、

家
族
と
私
有
財
産
の
所
有
を
認
め
ら
れ
、
分
割
地

を
与
え
ら
れ
た
「
小
作
人
的
奴
隷
」
に
よ
る
経
営

が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
り
、

こ
れ
を
奴
隷
制
衰
退
の
一
つ
の
側
面
と
み
な
し
て

い
る
。

　
本
村
凌
二
「
『
ク
リ
ア
』
の
歴
史
的
性
格
－

帝
政
期
北
ア
フ
リ
カ
属
州
史
の
一
断
面
1
」
は
、

北
ア
フ
リ
カ
諸
都
市
の
ク
リ
ア
の
起
源
が
、
カ
ル

タ
ゴ
時
代
の
「
ヘ
タ
イ
リ
ァ
イ
」
に
ま
で
遡
る
こ

と
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
帝
政
初
期
に
お
い
て
は
民

会
の
構
成
単
位
と
し
て
活
発
な
政
治
活
動
を
行
っ

た
が
、
や
が
て
民
会
の
衰
退
と
共
に
、
私
的
な
活

動
に
専
念
す
る
集
団
へ
と
変
質
し
て
い
っ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
を
推
測
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
松
本
宣
郎
「
キ
リ
ス
ト
教
大
迫
害

　
　
四
世
紀
初
頭
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
ロ
ー
マ
帝

国
十
1
」
は
、
大
迫
害
前
夜
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

情
況
を
述
べ
た
後
に
、
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス

に
よ
る
「
大
迫
害
」
に
綿
密
な
再
検
討
を
加
え
、

そ
れ
が
理
念
に
お
い
て
は
厳
格
で
あ
り
な
が
ら
、

実
施
面
に
お
い
て
は
穏
や
か
で
あ
っ
た
こ
と
を
、

具
体
例
に
即
し
て
論
じ
て
い
る
。

　
全
体
と
し
て
、
と
り
立
て
て
目
を
引
く
新
説
は

見
ら
れ
な
い
が
、
す
べ
て
無
理
の
な
い
結
論
が
導

き
出
さ
れ
て
お
り
、
枚
数
も
適
度
で
あ
る
。
現
在

の
わ
が
国
に
お
け
る
、
古
典
古
代
史
の
研
究
水
準

と
傾
向
を
知
る
上
に
お
い
て
、
有
意
義
な
論
集
で

あ
ろ
う
。

（
A
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三
八
○
頁
　
一
九
七
七
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
東
山
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大
学
出
版
ム
瓜
　
灘
一
六
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
（
大
辛
陸
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京
都
大
学
大
学
院
生
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§

　
我
国
に
お
い
て
は
一
般
に
歴
史
学
の
入
門
書
、

あ
る
い
は
大
学
に
お
け
る
「
史
学
研
究
法
」
　
「
史

学
概
論
」
な
ど
の
講
義
も
、
ド
イ
ツ
・
ア
カ
デ
ミ
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ズ
ム
史
学
の
枠
組
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
パ
ウ
エ
ル
編
『
中
世
研
究
一
入

門
1
』
は
、
そ
れ
ら
と
は
や
や
異
な
っ
た
ア
メ
リ

カ
ン
・
ス
タ
イ
ル
と
も
い
う
べ
き
形
式
・
内
容
の

入
門
書
で
あ
る
。
本
書
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
生
及

び
若
手
の
研
究
者
の
た
め
に
編
ま
れ
た
も
の
ら
し

い
が
、
英
米
の
専
門
家
一
〇
人
に
よ
る
各
分
野
の

コ
ン
パ
ク
ト
な
磁
針
は
、
我
国
の
西
洋
中
世
史
研

究
者
に
と
っ
て
も
参
考
と
な
る
点
が
多
い
と
思
わ

れ
る
。

　
本
書
の
章
別
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
一
　
ラ

テ
ン
古
文
字
学
、
一
一
古
文
書
学
、
三
　
古
銭
学
、

四
　
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
五
　
中
世
社
会
の

統
計
的
文
書
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
分
析
、
六

中
世
年
代
学
一
理
論
と
実
際
1
、
七
　
中
世

英
文
学
、
八
中
世
ラ
テ
ン
哲
学
、
九
中
世
美

術
の
伝
統
と
革
新
、
　
一
〇
　
中
世
音
楽
展
望
。

　
第
一
、
二
章
で
は
古
文
書
学
の
手
引
き
と
し
て

書
体
、
文
書
の
形
式
な
ど
の
説
明
が
な
さ
れ
、
中

世
記
述
史
料
を
読
む
た
め
の
基
礎
知
識
が
与
え
ら

れ
る
。
第
三
章
で
は
、
史
料
と
し
て
の
貨
幣
の
存

在
形
態
、
ま
た
貨
幣
に
つ
い
て
ふ
れ
た
記
述
史
料

の
説
明
が
あ
っ
た
の
ち
、
古
銭
学
の
課
題
と
方
法

が
、
貨
幣
の
鋳
造
年
代
・
場
所
、
重
量
、
品
位
、

鋳
造
数
、
流
通
な
ど
の
面
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

章
末
で
は
歴
史
学
の
補
助
科
学
と
し
て
の
古
銭
学

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
続
く
二
つ
の
章
は
近
年

の
研
究
動
向
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
、
第
四
章
で
は

プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
研
究
、
系
図
学
に
つ
い
て
、
用

い
う
る
史
料
と
そ
の
処
理
方
法
、
ま
た
プ
ロ
ソ
ポ

グ
ラ
フ
研
究
の
も
つ
意
義
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
五
章
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
い
わ
ゆ
る
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
に
関
す
る
簡
単
な
説
明
の
の
ち
、
対
象

に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
の
当
否
判
定
の
基
準

が
示
さ
れ
、
最
後
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
騒
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
と
デ
ー
タ
処
理
結
果
に
つ
い
て
も
極
め
て

簡
単
な
案
内
が
あ
る
。
第
六
章
は
年
代
決
定
の
基

準
と
な
る
い
く
つ
か
の
項
目
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
る
。
原
史
料
の
日
付
の
解
読
の
た
め
の
手
引
き

で
あ
る
。
第
七
－
一
〇
章
は
文
化
史
の
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
書
誌
学
的
に
道
案

内
を
試
み
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
現
代
に
お
け

る
研
究
水
準
が
示
さ
れ
て
い
る
。
各
章
の
末
尾
に

は
参
考
文
献
が
詳
し
く
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
大
変

便
利
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
、
古
文
書
学
、
古
銭
学
、

系
譜
学
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
統
計
学
、
年
代
学
な
ど

に
つ
い
て
専
門
家
た
る
こ
と
は
歴
史
研
究
者
に
は

困
難
で
あ
り
、
ま
た
日
本
に
お
け
る
西
洋
史
研
究

者
た
る
我
々
は
必
ず
し
も
こ
れ
ら
の
専
門
家
た
る

必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
補
助
科

学
が
中
世
史
研
究
に
提
供
す
る
成
果
を
正
し
く
理

　
，

解
・
摂
取
す
る
た
め
に
も
、
そ
れ
ら
の
方
法
論
を

一
応
知
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で

本
書
は
西
洋
中
世
史
研
究
者
に
と
っ
て
有
益
で
あ

り
、
ま
た
補
助
科
学
の
範
囲
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

ま
で
広
げ
た
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
ア
メ
リ
カ

的
歴
史
学
研
究
入
門
書
と
し
て
も
、
一
読
に
値
す

る
と
思
わ
れ
る
。

（
三
八
九
頁
　
一
九
七
六
年
累
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。
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ω
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ロ
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三
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。
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芝
℃
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（
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市
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大
学
文
学
部
助
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）
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有
田
忠
郎
訳

『
沈
黙
の
書
・

勝
利
』

ヘ
ル
メ
ス
学
の

　
「
象
徴
と
は
…
…
暗
黙
の
書
法
体
系
な
の
で
あ

る
。
文
字
を
知
ら
ぬ
人
間
に
と
っ
て
一
切
の
書
物

は
沈
黙
し
て
い
る
。
…
…
し
た
が
っ
て
『
沈
黙
の

書
』
と
い
え
ど
も
一
般
の
書
物
と
同
じ
で
、
解
読

の
鍵
さ
え
あ
れ
ば
き
れ
い
に
読
み
解
く
こ
と
が
で

き
る
：
・
…
。
』

　
一
六
七
七
年
、
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
で
出
版
さ
れ
た

十
五
葉
の
図
版
の
み
か
ら
な
る
『
沈
黙
の
書
』

孚
§
w
竃
ト
き
ミ
（
黙
想
不
詳
）
を
書
物
と
よ
び
う
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